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今日の BGM は 
「三六五歩のマ—チ 
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ポクらは隕石でも 
待つことにしよぅ 







■ 1 ^ 

インタビュー 

「本当に まだ、 

入口にいます J 



-出身はどこなんですか？ 

JE 長崎です。ぁの、中学が蛭子能収 
さんと一緒なんですよ(蓉。 

-では^一を描き出したのはまだ長 

崎にいた頃なんですか？ 

JE 描き出したときは福岡の大学にい 
た時です。 

-一囊初に作品が掲載された雑誌 

はガロではなかったんですよね。 

—> E ええ、 「 GIGA 」 が最初です。そ 
の後「アフタヌーン」で新人賞を貰った 
んですがそれきりで後が続かな くって。 
それでまたその後「アクション」で新人 
賞を戴いて、そこでしばらく面倒をみて 
いただいているんです。 

- 「アクション」では〃 DeeDe 

eH 藤"というペンネームで描かれてい 
ますね0 

J E したとき訳の分か^^い«^^ 
つけていたので、編§にペンネームを 
変えなさい、と言われたので、それじや 
欠 ジェリー" にしようと思つて言つたら、 
「それはちよつとやめておきなさい」つ 
て言われちやって(蓉。それでぁの务刖 
にしたんです。そうしているうちにガロ 
から「載ります」つて電話を貰ったので、 
ガロの方はジェリーで描いていたから後 
から電話を入れて De eDe e に変えて 
もらおうと思つたんですが、もう間に合 
わない、ということだつたんで、結局そ 
のまま バラバラになつてしまつたんです 
よね§。 

-どの雑誌でも一回の_て入選し 

ているわけですが、描き始めてすぐに漫 
画家になつてしまつたんですね。描こう 


と思った直接の理由はなんですか？ 

JE 大学の^ H*^I 刖にして ダブ ツてし 
まつたときですね(寒。就職まで決まつ 
ていたんですが、一科目を落としてしま 
ってもう一年田舎に残らなきやいけなく 
なつて、ちょつとスネてしまつたんです 
よ。そんな時友達の所で雑誌をパラ 
パラとみていたら、それが 全然 面白くな 
ぃんですね。「これだったら 俺の方が 面白 
いな」つて(笑)。それで一発やつたろう 
か、と思って初めてを描いてみたん 
です。それが 「 GIGA 」 に載ったもの 
なんですけれど。まあ、それまでは M 日 
きのょうなものはょく描いたんですけれ 
ど0 

-原稿用紙に きちんと 描いていたわ 

けではないんですね。 

JE ええ、ノートの端なんかにチョコチ 
ョコ という®^ でした。 -0 1^ の時など、 
クラスの内輪ネタなどで四コマを描いて 
友達と回し合いしてたんですが、なんか 
絵心のない奴が描くものってメチヤクチ 
ヤ面白いんですよ。 f フいつた遊びに凄 
く引かれていたんですょね。それからは 
ずっと何も考えてなかったんですが、就 
職を考える頃からまた フツフツと 沸いて 
きて。 

-最初に描きあげたとき、回りの人 

の反応はど*フでしたか？ 

JE 読ませたら「なんだ、終わってるな 
あ」 とか「ヒネクレてるなあ」つていわ 
れました® 0。 中学 三年の 頃から少しヒ 
ネだして、でも あまり カツコ ィィ ヒネク 
レかたじやなかったん W けれ— (笑)。 
それが_がだめになってしまってまた 











ヒネクレた時前に引きずつていたもの 
が一緒になつてしまつて。だからそうい 
分がきつと出ていたんだろうと思い 
ます0 

-それは作品を読んでいるとわかる 

ような気がしますね。こうい"^ =品 は 好 
きな人と嫌いな人とに、はつきりと 別れ 
るタィプのものだと思うんですが。 

JE あつ、それだつたら凄くうれしいん 
ですけれど(寒。 

-そのヒネクレ方が結構ストレ-卜 

に出ているよ*フだし。 

JE t はそこがねじりたい 部分^^ 
るんですけれど、頭が悪いんですよ。だ 
からああいうやり方しかできないんだと 




思うんですけれど(寒。でも自分の中で 
は変わつ ていける要素が まだ あると思う 
んで、いろいろ条をやって行きたい、 

と^つてます。 

-ガロを一音取初に読んだのはぃつ 

頃だったんですか？ 

JE まず；^ フしてガロを知つ たかと いう 
と、 もともと すぐ 人に影響され る タチな 
んですょ(笑)。それで古稷の時にとても 
重要な出会いをした友達がいまして、そ 
の友達に何から何まで影響を受けてしま 
つたんで す (塞。で、その友達の部屋に 
ガロがあつて、そこで初めて読んだんで 
す 。でも、初めてみ たと きは、やっぱり 
ある 種のカルチヤーシヨツクを受けまし 





た。それに、そのふて腐れてモヤモヤし 
た気分に妙にマツチしてしまつたという 
か、それでガロが好きになったんです。 
t こから、漫画を描こうと思つた時一度 
載ってみたい、と思ったんです。 

-最初に読んだとき、どんな住豕の 

作品がありましたか？ 

JE よく覚ぇているのは®^-敬さんの 
『父さんは星になった』(八四年一月号) 
です。村田藤吉がソファーにはさまれた 
ままゲロをはいて死するやつ。あれ 
はもう 理屈抜きでおかしかつた (^ K }。 そ 
ういぇば一 n 覆の時よく黒板にあの村田 
藤士 口の 似顔絵を墨 S してました(笑)。 

-なにか物凄くのめりこんだ漫画と 

か、影響をうけたもはあるんですか？ 
JE 好きなものはたくさんあつて、とい 
うか無数にあるんです。だからターミネ 
1夕12も好きだけれどヌーべ ルバ ー グ 
も好きだっていうように。もうよく分力 
らないんですよ(客。その辺の中途半端 
さが？^$11にも現れているのかもしれませ 
んけれど。でも1家ではしりあがり 寿 
さんが好きです。凄いですよ話力ふ 
て腐れた人間の心をフォワ〜ツと和らげ 
てくれるような感じで。四コマより並蠢 
の単行本にある話の 方が 好きだったんで 
すけれど「コィソモレ先生」を丸々通し 
て読んでみたら、もう 心が 洗われちゃって 
(赛。あの、手を広げてポカポカという 
感じだけで「うわ〜、凄いなあ。自分に 
は絶対にできないな」つて思いました。 

-日®^ S 以外ではなにかありますか？ 

JE 六〇_の|4®です。音楽だけでな 
く 風俗まで含めて、全部好きですね。あ 


と音楽はもう 黒人 音楽が好きです。 それ 
も六〇#のものなんです けれど、 アメ 
リカですよね。北はモータウン、南はス 
タックス、 という 頃のやつで(§。 

-でもそういうものが好きだという 

雰囲気は濃に も 現れていますね。精 

もなんだか懐かしいと思えるようなとこ 
ろがあって。六〇年、七〇年のころの感 
じが入つているようで。 

JE あつ、そうですか。自分では分から 
なかったですけれど、でも好きな 部分が 
知らないうちに出ているのかもしれない 
ですね (S 

-これから、どういつた 方向で描い 

て行きたいと思つてますか？ 

JE 自分の？®一一の内容は、なんか一§生 
でも描けそうな感じですから(^0。だか 
ら^ y 豕といわれてホッベタが赤くならな 
い®^には話をちやんと描きたいと思い 
ます。前にガロの一置部に行った^「も 
っとのめり込んで描いたほうがいい」っ 
て言われたんです「何か引いている部分 
があるから、もつと入り込んで描きなさ 
い」 つて。それがずつと頭の中にあって、 
ところどころでそれを発揮しているつも 
りなんですが ( g 。 でも 今 だにその辺は 
自分でも引っ掛かっている部分ですから。 
引いて描くのはそれはそれでいいと思う 
んですが、ちやんと入り込んで描くのも 
やつて^ようと思つてます。でもまだそ 
れをやつてないので、ちやんとやつたと 
ころで、続けていけるかど，フか、きつと 
その放！！えも出て来ると思いますので。本 
当にまだ入り口、という所ですね0 

1993年4月12日 












②ガロ元編集者の証言❷ 

「天才的持ち込み原稿」 

南伸坊 (ィラス トライタ—) 



原稿の持ち込み経験は二度あつて、二 1な自信豕がくると、話題を提供して 
度とも*で、二度とも長井さんに見 くれますから、ひとしきりその自信豕の 
てもらい二度ともボツにされました。一 一一一一 os の細部を思い出して盛りあがつたり 
度は古稷生のとき、二度目は美学校の時 することもありましたが、たいがいは、 

で、長井さんは、色々とあのカスレ声で、 けつこうコマつてました。 

やさしいこともいつてくれたようでした 作品が自信の裏打ちになるようなもの 
が、ようするにボツでした。ガッ カリし であれば、それがつりあってなくたって、 
たと思うんだけど、思い出してもそうい まァ、いいけれども、まるでハシにもボ 
分が起きません。ガッ カリし なかっ I にもかからないようなものに、えらく 
たのかもしれない。長井さんの人柄だと 自信をもってるケ I スが多々あって、そ 
思いますね。 このところを、わかつてもらうのは ムリ 
自分が持ち込み原稿を見るようになっ だから、なんとか、おひきとりいただく 
て、長井さんのやり方をマネしました。 $1^をするんだけれども、断じて帰らな 
せっかく持ってきた人をガッ カリ させな い。 

いつていうのは、しかし、むずかしいの もちろん、ロコツに「あなたの作品は、 
で、それはぜんぜんマネできなかったん ハシにもボーにもかかりません」なんて 
じやな-^ 力と 田^フ ことはとてもいえないから、なんとな^^、 
のちのちになつて、原稿をボツにした 能庚で、冷たくしたりしますが、もちろ 
新人の人が、よそで認められて、売れっ ん、そんなものは屁とも思わないから、 
子になったりで「実は、南さんにボツに 遂には全員、無言の行に入ったりなんて 
されたんですよ」みたいな話を、何度か、 こともあった。 

パーティーのようなところで聞かされま 全員が、黙ったところで、天才の人は、 
した。 一人演説しながら、せまい編集部をウロ 
「すいませんね、見る目がなかったんで ウロ歩き回る、というような具合で、凡 
すねえ」というしかないので、見る目が 人としては、早く、この墨梦のような時 
なかったのはホントウです。よくあんな 間の終わるのを待つしかありません。天 
こと 平気でしてたなと思いますが、しか 才はこまりましたね。 

たない。 そんな こと だから、あた4為な才能 
ボクも持ち込みをした時は、自信満々 を見落してしまったのだ、 とお 叱りを う 
で、 「よも やボツになる ことはあるまい」 ける かもしれないが、 そういう 人には、 

と思ってましたが、ぜんたい持ち込みを ぜひ、天才のその作品を見てもらいたい 
する人には自信豕が多いと思いますね。 と思います0 







③ガロ元編集者の証言❸ 


「正しい持ち込みの人」 

(イラストレ—夕—コラムニスト) 




a 


田べ 


P ガロにいて二番目に面白かったの 
が、持ち込みの人の原稿を見ることだっ 
た。 

一番面白かったのはもちろん長：^一 
氏の金日成抗日ゲリラとの戦い。共産匪 
征伐談であつたが、これは まあ 戦時中の 
こと だから別の 話と して 取つ といてです 
ね。 

僕のいた当時の編集部は今と同じ材木 
屋の二階にあって、急な階段(:返本の階 
段が出来ていた0 

現在は営_部長谷田部君の努力にょ 
つて返本の山は束くらいには成つたと聞 
かされている。 

さて当時(昭和54年頃)の世の中は長 
髪もそろそろヤメにして髪を切ろぅとす 
る若者が出始めたころだ。 

早い人はすでに腰までの長髪を切って、 
テクノカット(なつかしいなあ)にして 
ぃた。 

しかし、多くの業界人はまだ長髪と ヒ 
ゲを当ててなくては公衆の®刖に出られ 
ないと信じていて、アングラな集まりに 
行く と 必ず ヒゲと サングラスの大 口で、 
髪の短ぃのは坊主頭の暗黒(暗黒舞踏の 
こと)だけだつた。 

ガロに持ち込みに来る人もたいてい長 
髪かサングラスかヒゲか、それらの混合 
したものであつた。 

持ち込まれる作品と 本人の フアツシヨ 
ンは何も関連が無い、大切なのは作品の 
出来であって、洋服が高いか安いか、赤 


いか黒いかはこのさい sia にすべきでは 
無い、と思つている人がガロに持ち込む 
人の ほとんど だったので、実際持ち込む 
人はみんなフッーで地味だった。 

しかし、僕は持ち込まれる作品より本 
人の顔と体型、話し方、方言の有無、自 
信の有無、住宅の間取り、ガールフレン 
ドの有無等々を問題(:していたので、作 
品を見るフリをして^ • つちばつかり見て 
ぃた。 

そして 分かつ たことは、やはり 漫画 も 
成りきりが大切ということであつた。 

つまり、永！^^二先生のコピー作品を 
童日く人はたくさんいたのだが、その中で 
一番いい人は永島先生になつちやつてる 
人、であった。 

僕は書道の先生から、思つていること 
は必ず手に出る、というアリガタィ意見 
をいただいたことがある。 

先生によれば、思つていることは必ず 
手に出るのだけど、スム—ズに手に出る 
ようにするためにはお®が大切である 
とのこと。 

持ち込みをする人は、まず思い込みを 
強く して 漫画を H 日き、それから思い込み 
をさらに強く して 編集部に持ち込む とい 
いのではないだろうか。 

もちろん、思い込みもレベル①から④ 
まであつて、それを確かめるのは編集部 
の仕事だと思うので、それ以下の場合は 
あきらめて家に帰るしか無いと思うけど 
ね0 





